
東日本大震災から 2ヶ月が過ぎた。想像を絶
する広範囲の津波の被害、さらには原発の事故が
被害の規模を拡大させ、いまだに避難所生活を続
ける方が多数いることに心を痛める。被災なさっ
た皆様から比べると申し訳ないくらいではある
が、我が家では 3年半ほど前に隣家からの出火
が原因でミニ被災を体験した。突然に住む家を無
くすことは、人から考える力も気力も奪ってしま
う。1日も早く、安心してゆっくりと休める住ま
いを確保できるように、心より願っている。

今回の震災では、食品の包材や機械の部品など
多くのものが被災地域に依存していることを知ら
された。そして安全とされてきた原発の事故で、
前代未聞の計画停電が行われ、首都圏は大混乱し
た。必要外の照明が消され、地下街は薄暗い。け
れど、外国の照明はこのくらいのものではないか。
これまであまりに電気を使いすぎていたのではな
いか。電力会社は電力需要のピーク時にあわせて
発電所を整備している。日中のピークとなる消費
電力を抑えることができれば、電力政策の見直し
につながる。日中に発電する太陽光発電はまさに
ピークカットに最適である。
2年半前、建て直した我が家にようやく念願の

太陽光発電を設置することができた。これまで
の我が家の太陽光発電の積算発電量は 12,374kw
である。日中の発電量の半分以上 7,376kw を売
電し、朝晩・夜間に 20,086kw を買電し、削減
した CO2 は 2,227kg だったということが一目瞭
然に分かるような室内パネルが開発されている。

停電時には専用コンセントを接続して自立運転に
切り替えることができるようになっているので、
日中の発電中は、大きな電力を消費するものやパ
ソコンなど安定的な電力を必要とする機器の使用
には向かないが、冷蔵庫などの電源を確保するこ
とができる。
震災以来、必要のない電気をこまめに消した

り、待機電力にも気を付けるなど節電に努めてい
るが、月別データで比較してみると、昨年同月よ
り 10 ～ 15％の節電につながっている。これな
ら少しがんばれば 15％の節電は実現可能ではな
いかと思っている。広い範囲に広がる放射能は、
見えないし感じないだけに、今後どういう影響が
現れるのか分からず、人々の不安をいっそうかき
立てる。はたして安定的な電力供給のために、こ
れからも原発に頼るべきなのか、世界中がその見
直しを迫られている。今こそ、一人ひとりが節電
につとめ、生活を見直し、小規模な自然エネルギー
の利用と普及を図る時なのではないだろうか。

最後に、先日、臨床心理士の方に「心の問題は
安全感（安心感）が出てから発生する」という話
を伺った。大きな震災では、被災地でなくても多
くの人が動揺し、大きな不安を感じる。安心感が
出はじめる今からが心の問題が顕著になってくる
のだそうだ。震災は身近な人の心にも思わぬ影響
を及ぼしているかもしれない。そのことを心に留
めておくことが必要だ。
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